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江戸期における鹿児島城下周辺の水源地②
　冷水水源地が代表的なものですが、城山の北西部には他にも水源が多数確認されていました。そのひとつが隆盛院水です。隆盛
院は、曹洞宗の寺院で、島津家13代忠隆・14代勝久の菩提を弔う寺院でした。その門前から湧き出る水量は、仁王堂水（清水町）
に等しいとされていたようです。ただ現在は、背後の山の斜面が草牟田墓地になるなど環境が変化していることから水源としての
面影がありません。ちなみに草牟田も地名から想像されるように、現在の住宅地とは異なり、水の湧く池などによって牟田が広がるよ
うな風景であったようです。
　草牟田の北に位置している旧島津氏玉里邸庭園は、天保6年（1835年）に島津斉興によって造営された別邸です。現在でも庭園に
は大きな池があり、水が豊富な場所であることが理解できます。近くには紙屋谷という地名も残り、昔は湧出する水を利用して紙漉き
も行われていたようです。現在、この水源地は水道局が管理しています。

5. 【松元地区】松元春山第四水源地
　松元地区には、20か所の水源地がある。春山町8か所、
上谷口町・直木町各4か所、石谷町3か所、四元町1か所。す
べて地下水を利用している。宅地が開発され、ベッドタウ
ン化が進むにつれて水の需要は増える。撮影したのは、松
元春山第四水源地。施設能力は700㎥/日。地下水を除鉄
除マンガン装置で鉄とマンガンを除去し、配水池へ送水し
ている。

6. 【喜入地区】宮坂第三水源地
　喜入地区には、17か所の水源地がある。喜入町5か所、
喜入一倉町・喜入中名町・喜入前之浜町に各2か所、喜入
生見町・喜入瀬々串町に各3か所。このうち2か所は伏流水、
4か所は湧水を利用している。撮影したのは、宮坂第三水
源地。除鉄除マンガン装置2基と緩速ろ過池があり、銀色
の大きな貯水槽が印象的だ。施設能力は1,110㎥/日。配水
池も備えている。
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鹿児島市の場合、吉野台地の裾野から湧き出る地下水がおいしいのは、その水がしみ込む地層だけではなく、
台地の成り立ちにも理由がある。海に堆積した地層を覆った火砕流堆積物（※1 溶結凝灰岩）によって出現した台地が、北方
の火山岩からなる山体の隆起で南西へ傾いたことや、台地を取り囲むように起こった断層運動によって地下水が台
地の足元に集まった結果である。ここでは、吉野台地とその周辺地域の大地の成り立ちと水源との関係を紐解いて
みたい。

　植物学者によると、すべての植物は成長するために最低
16種類の元素を必要とするそうだ。植物はこれらの元素が溶
け込んだ地下水を根から吸収している。岩石が風化して初め
て元素が地下水に溶け込み、風化によってできた土（粘土）に
根を張った植物が根からその地下水を吸収することができる
のだ。
　日本には、60万年前以降、北京原人がいた頃から今までに
噴火を繰り返したカルデラが９つあり、その内の４つが鹿児島県
にある。北から加久藤、姶良、阿多、鬼界のカルデラである（図１）。
　鹿児島県には、これらのカルデラの大噴火によって噴出し
た火砕流堆積物が数多く重なって分布している。代表は、鹿
児島県本土のほぼ半分の面積を占めるシラスである。学術的
には入戸（いと）火砕流堆積物と呼ばれ、約２万9000年前に
姶良カルデラ（鹿児島湾奥部に相当）から噴出したもので、厚
いところでは100mを超える。平坦なシラス台地（図２）に降った

雨は地下へ浸透し、時間をかけてシラスで濾過（ろか）され、
台地の足元から湧出する。シラスと呼ばれる火砕流堆積物は
自らが持つ熱と圧密で固まっているが、小さな隙間（すきま）が
空いている。雨水はその隙間に溜め込まれ、シラスは巨大な貯
水槽の役割を果たし、長い時間をかけて湧出するために、鹿
児島の河川は干ばつがあっても枯れることはほとんどない。
　熱と圧密によって固まっているシラスは、容易にハンマーで
削ることができ、強い流れに侵食される。この火砕流堆積物
が、熱と圧密の条件が大きくなると、数年かけて溶結し、溶結凝
灰岩（ようけつぎょうかいがん）という硬い岩石に変わる。
坂本龍馬が絶賛した霧島市の犬飼滝（いぬかいのたき）（図3）

は、入戸火砕流堆積物が溶結した凝灰岩に懸かっている。主
題である、吉野台地を形作る溶結凝灰岩は、約50万年前に噴
出した吉野火砕流堆積物が溶結したものである。

鹿児島の地質の特質と
おいしい水
　最初に、鹿児島県の豊富な、おいしい水のことについて触
れておきたい。鹿児島県は、日本の活火山の10％が存在し、
温泉の源泉数が大分県に次いで国内第２位を誇る火山県で
ある。
　火山は災害をもたらす脅威でもあるが、一方で地球内部の
多くの元素を地表に送り届けてくれる役割を持っている。多様
なミネラルを含むマグマは、冷えて硬くなった岩石や火山灰と
して地表を覆うが、それらの中に閉じ込められたミネラルはす
ぐには溶け出すことはない。
　植物が根を張れないほど硬い岩石が、空気にさらされ、太
陽の熱で膨張し、そして夜は冷えて収縮する。これを繰り返す
ことで岩石の表面が風化しボロボロの状態になる。この風化
という現象によって、岩石を構成する鉱物（ミネラル）が粘土鉱
物に変わり、硬い岩石が粘土へ、つまり土に変わっていくので
ある。
　興味深いことに、火山のもたらす熱水・温泉や噴気によって
粘土化が加速される。

「おいしい水は、
　 地形・地質と
　　 関係している」

図１. 鹿児島地溝とカルデラ
（大木、2000 ： 宇宙開発事業団（現ＪＡＸＡ）の原図に加筆）

図２. 垂水のシラス台地と高隈山 図3. 入戸火砕流の溶結凝灰岩に懸かる犬飼滝


